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水　稲　冷　害　の　実　際　的　研　究

第54報　低温発芽性の品種間差異について

櫛淵欽也・和田純二・浪岡　実

金沢俊光・中川宣興・佐藤亮一

（青森県最武藤坂支場）

1．　ま　え　が　き

寒冷地における湛水直積栽培品種の具備すべき特性

の一つとして低温発芽性があげられ，その良否が生育

・収量を大きく左右する。また，1988年青森県南部

地方における苗代期の異常低温によ。甲歩合がきわ
めて不良となり，苫不足の一因となった。秋期の多雨

倒伏を誘因とする穂発芽により品質の低下をまねく等

湛水直播，苗代期低温時の発芽の良否，穂発芽の難易

は品種の発芽特性に影響されるところが大きい。ここ

では品種の低温発芽性について，19日年以来5カ年

にわたり，育成品種，在来種，外国種・等多数品種を

用い，人工気象室およびは場において品種間差異の

究明，発芽検定方法，発芽向上の方法等について検討

した結果について報告する。

2．　試　験　方　法

1．育成品種の低温発芽性検定

19日年から5カ年にわたり育成品種占，比載晶踵

7を用い，25℃と15℃でシャーレを用い，1回50

粒2回あて調査を行なった。発芽締切日は置床後10

日目とした。

2．多数品種の低温発芽性検定

88年から2カ年にわたり，育成品種（系統）在来

乱　外国種，陸稲約d Dを用い，150，100　ぉよ

び8℃の人工気象重水相で，比重1．08以上の登熟籾

を1回50粒，2回実験を行なった。

う．発芽向上に関する実験

（l）催芽長と発芽力’87年にレイメイ等5品種を

用い，0，1，5mの催芽籾を発芽箱（畑土充填）に

播種，5mの覆土をし，15℃冷室と戸外の2処翠で

行なった。’88年はフジミノリ等5品種を用い，催芽

程度は，無催芽，0，1mmの籾を4月25日に保温折衷

苗代と畑苗代に播種し，42日目に発芽および初期生

育について調べた。

（2）乾熱処理と発芽力

87年にフジミノリ等5品種を用い，乾燥器で55

℃－2日間および5日間処理後，100，150，25℃

の各処理温度で発芽を調査した。

3．　結果および考察

1．育成品種の低温発芽性検定
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第1図　　高温，低温両区の発芽係数の関係

平均発芽日数からみた品種間差異では，25℃の場

合は5カ年を通じて紫稲が最も速く，ついでシモキク，

ササニシキ，ユーカラ等で，これに対しふ系89号，

フジミノリほおそかった。15℃の低温処理でも，25

℃とほぼ平行的な関係が認められた。さらに発芽速度

と発芽力を加味した発芽係数（発芽歩合／平均発芽臼
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数）で品種間差異を比威したものが第1図である。平　　　　乙　多収品種の低温発芽性検定

均発芽日数と反対に数値の高いほど発芽力のすぐれて　　’88年から2カ年行なったが，ほは同一の傾向を示

いることを示すもので，藤坂品種が劣る群の主体をな　　したので，ここでは’占9年について述べる。発芽力の

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良否を基準により分類したものが第1表で，前年と同

第1表　　発芽の良否により分類した品種の発芽力

発　 芽　 良　 否
在 来 種 育　　　 成　　　 種 陸　　　 稲 外　　 国　　 稲

1 5 ℃ 1 0 ℃

良 良 息　 工 門

岩手 くるみ早生

◎ 清　 野

水 野 黒 構

◎北支－ 2 4

ロシャ 7 0

◎ サ リベ 4

数 ボ ル トガ′レ

良 やや良

紫 稲

染 分

光 細 樟

発ふ系 7 9 号 ノ、タこう／キ M o n t i c O i l i

良

不　 良

輝　　 寿 レ　イ　メ　イ　　 シ′・モ キ　タ サ リぺ 2　5

赤　　 毛 フジ ミノ リ　 オ　 イ　ラ　セ f i c n e r 5 2 0

仙　　 北 サカキモチ　 ふ系 8 1 号 U g r O 8 7／15

清 水 稀 ヨ　 ネ シ ロ　 蟹　 田 1 号 U Z r O 8 7 7 0

黒　　 梧 ふ系 8 4 号　 音系 8 7 号 ヂ ャモソチ ャ Jレ

ふ禾 8 5 号　 新　　　 栄 V z r o 8　7

極 不良 陸羽 15 2号 国 民 探

B a l l l l l a

S t i r p 1 5 8

紅 光 頭 児

A l b O r i B

N ∈Lu O X 8 0 1 1 a n a

やや良 良 農林 2 2 号

やや良

不 良

極不良

ユ　－　カ　ラ A 皿O n O g u l l l

P シ ャ d d

具 視

ふ系 8 5 号 ササ ニシキ

ふ系 8 8 号 タツ ミモチ

ふ釆 8 9 号 ふ系 8 7 号

藤 坂 5 号

ふ系 8 8 号

ロ　 シ　 ャ　 8 8

注．◎印　8℃15日間で発芽がみられた品種
数印1988年と発芽力に2ラソク以上の差がみられた品種

発芽歩合良否の基準

　 良否

温 度
良 や や良 不　 良 極 不 良

1 5 ℃ 8 1 ＜ 7 1へ・■8 0 5 1 ～ 7 0 5 0 ＞

1 0 ℃ 5 1 く 5 1 ～5 0 1～ 5 0 0
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じく在来種，陸稲，外国稲に発芽力のすぐれた品種が

多く，育成種に少ない傾向が認められた。

発芽の最低温度は従来8～10℃とされているが，

本試験でも同様の結果が得られ，北支24，サリぺ4，

清野等では8℃でも発芽が認められ，一部の品種につ

ご芸讐琵芸芸芸芸這芸二羞孟≡芸芸子誓≡ミニ
10日目の発芽係数で，20℃の場合には7日目の発

芽係数を用いることにより明確に判定できるとしてい

る。発芽歩合で発芽力の品種間差異を検定する場合，

15～25℃－10日間では，ほとんどの品種が80

％以上の発芽歩合を示し品種間の差が明らかでない。

しかし，10℃処理では0～90％の広がりをみせて，

品種間差異がよくわかるようになる。10℃の処理温

度が得られない場合には第2図に示すように10℃の

発芽歩合と，15℃の平均発芽日数の間に高い負の相

閑々係が認められるので，15℃処理でみるのもー方

誅である。
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第2図15℃平均発芽速度（団と10℃発芽歩合の関
係

5・発芽向上に関する実験

（1）催芽長と発芽力

催芽播種は寒地の苗の生育促進上きわめて有効で，

水苗代時代より行なわれてきたものである。，87年の

枯黒では，戸外区では出芽が速く，15℃区ではおそ

く，催芽長では17mが速く，0が最もおそかった。5

徹の催芽長では伸び過ぎて出芽の抽出力に関係するた

めか，1mよりおそかった。品種間では紫稲が最も速

く，15℃でも催芽長の程度による出芽差がなく注目

された。タツミキチは最も発芽，苛立ちが劣り，とく

に冷害条件下で催芽長5mの籾が早く，他の品種と異

なった○　レイメイ，オイラ七は，上述2品種の中間の

発芽力を示した。

冷涼地産の種子について催芽長と出芽との関係につ

いて実験した結果でも，低温条件下で催芽効果の大き

いことが認められた。

’88年には苗代は場で実験を行なったが，発芽，苛

立ちの劣るタツミモチでは，紫稲，フジミノリに比べ，

芽を切った程度では，2m催芽長に比べて発芽歩合，

良首歩合，草丈，葉令ともかなり劣り，このような品

種については十分な催芽の必要なことが再確認され

た。

従来の試験で・発芽促進のために種子の予靖と隕
乾熟処理が有効であることが明らかにされている。

たとえは池田（鹿児島大）の結果では風乾した種籾を

400，450，55℃の定温器内に1～5日間置いた後，

25℃で発芽試験を行なった結果，いずれの温度にお

いても，処理日数の長いほど，無処理に比し発芽が促

進された。

発芽の異なる占品種を用い，乾熟処理について確か

めた結果，25℃の場合発芽歩合については明らかな

傾向が認められなかったが，平均発芽速度でみると発

芽が促進され，乾熱処理効果が認められた。15℃処

理の発芽歩合では，紫稲，ユーカラのように高い発芽

歩合を京す品種を除き，いずれの品種でも発芽歩合が

高まり，平均発芽日数では平均1．1～1．6日促進され

た。10℃処理では，全品種の発芽歩合が高まり，2

日間より5日間処理で効果が大きかった。以上のよう

に乾熱処理の種子予措により低温下の発芽促進にある

程度の効果がみられた。

4．　摘　　　　　要

1・19日年以来5カ年にわたり育成品種，在来種，

陸稲，外国稲等約80を用い，15～8℃で低温発芽

性の品種間差異の究明と，発芽検定方洋，発芽向上の

方法等について検討した。

2．在来種，陸稲，外国稲に発芽力のすぐれた品種

が多く，北支24（中国），サリぺ4（韓国），清野

（陸稲）等は8℃でも発芽が認められたが，育成種で
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発芽力の劣る品種が多かった。

5．15～20℃では発芽80％以上となるが，10

℃では0～90％で品種間差がよくみられ，15℃の

平均発芽日数と高い負の相関がみられた。

4．発芽の劣る品種では催芽の効果が，低温条件下

でよく現われたが，良好品種では明らかな関係がみら

れなかった。
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1．　ま　え　が　き

「染分」の耐冷性因子は劣悪形質と連鎖しているた

め，これを改良種に導入することはきわめて困難であ

る。そのため，「染分」に・放射線（80co）を照射し

て突然変異を起こさせ，その中から無頴色あるいは無

巴の改良型を選抜し，これらの耐冷性および諸形質を

換討した結果，原品種「染分」に比べ，すべての実用

形質において優り，なおかつ，耐冷性においても極強

と判定される優良母本を兄いだすことができたので報

告する。

2．　改良系統の育成経過

19“年，「染分」に‘㌔0・50KRを照射し，R．を

第1表　　耐　冷　性　検　定　方　法

本田に栽植して集団採種をはかり，R2は1本植えして

個体選抜を行ない，R3から系統に展開し，以降系統栽

培をくり返してきた。その間R8－R5　世代において出

徳性，程性，已性，着色性などについて蓮技をはかり，

改良系統24を致した。なお，二代累代照射の材料を

も同様に取り扱った。

1989年，これら改良系統の耐冷性検定および諸形

質を調査した。

5．　試．験　方　法

1．耐冷性検定方法

耐冷性の検定方法は，次の5方法を用いてそれぞれ

検定し，そのデータから総合的に各系統の耐冷性を判

定した（第1表）。

検 定 場 所 処 理 温 度 処　 理　 時　 期 処 理 期 間 調　 査　 法

a　 冷　 水　 掛　 流　 し 検：定 圃　　　 場 水 口 1 7 ℃ 幼 穂 形 成 期 か ら出 穂 期 5 4 日間 観　　　 察

b　 短 期深 水冷 水掛 流 し検 定 水　　　 槽 1 8 ℃ 減数 分 裂期 7　 日間
不稔 調査

くる穂 ）

C　 人 工 気 象 室 に よる検 定 気　 象　 室 1 5 ℃ 〝 〝 〝


